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業
で
あ
る
。
と
§

で
'>
こ
：れ
：ぞ

れ

の

企 

業
が
そ
の
生
產
に
必
要
な
勞
働
カ
と
生
產
手
段
を
互
い
に
生
產
し
で
相
へ
互
に
補
給
し
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
で
例
ぇ
ば
農
業m

對
し
'て
.は
.化
學 

工
業
於
絕
料
を
、，_
鋼
業
が
農
機
具
.を
：嘉
業

#
と
：
れ
：に

對

上

勞

働

匁

の

舞

生

產

、

0
_呶
勞

働

赛̂

料
_
生

連

求

る

如1<
セ
：あ^
:っ
ま
り"
.

一：:

定
_
準

：の

國

民

生

活

を

維

持

'^
各
楮
必
；要

東:'
|
>
;
0.
^
生

隹

に

要

す

^
勞

働

ヵ

卽

ち

生

活

資

料

と 

生
產
手
段
と
を
搏
也
鹿
す
る
に
.は1

宛
の
産
業
の
組
合
せ
、.卽
ち
產
業
構
造
が
必
要
で
あ
る
。
例
ぇ
ば
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成
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齋
翁
耩
造
吟
硏
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各
產
業
相
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鄭
啼
^

物
量
^

許
算
が̂

奥
で
ぁ
名
ノ̂

^

^

^

術
論
ゝ
ー
特
に
各
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鐵
原
*
傲
_
霉
果
で

:^
;1
.

)

_
ー.
：
、
^̂
^
^

••
■;
:.と
れ
ダ
要
.贫

產

觀

歡

げ

を

構

成

要

素

^
电 

.

.

-
.
.
- 

.

, 

. 

: 

■

.
 

.

.

.

. 

'
.
.
. 

, 

.

.

.

.

.

. 

.

'.
•
'.
'■'
 
.
'
.
.
.
.',
+
 

•
,
•
'
. 

>
•:
••.•
 
.
.
:
'
,

.

.

. 

-
.
*
.

.•
• 

.‘

.

;•
• 

.
+
•
‘
，

■:
.
.
.
•
■;
•
:
-
.
:
'
;
.
.
.
.
.
.
. 

.

.

.
•
•
>
.
.
.
.
.
.
.
.
.
. 

.

.

.

<

-
 

.. 

■： 

- 

•
;

...

崎

，

.
：':

ラ
^

.
コ
③

：

：

參

と

■
.

ろ

^

較

^

-»へ：：
s
:
f
,
;

通

 

定
の

_

 

:蜂
ー
'^

靡

遞

:-
£::

#:
-:

義

寫

_
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^

酿

诂

と

き

養

ニ

ー

眷
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交

敗

儂

^

^

ま

炎

檀

格^

賣

衣

秦̂ 

素

材
-I
f
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±
價
値
補
充
を
ノ
通
じ
て
の
み
な
さ
れ
る
の
で
ぁ
^

こ
の
軋
値
補
充
を
圓
滑
に
や
る
に
は
金
融
の
爽
づ
げ
が
な
.け
れ
ば
な
ら
似
。
そ
こ
で 

'
.流

通

：過

：
傲
0:
»

成
'要

素
.ど
.も
0

緒
;̂

球

言

お1;
ボ̂

 

ゼ
‘
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.
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充「

趣
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蕭

得

、
_

久
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觀
V
#'
業
剩
衡
顏
：：.ぢ
,

^

, '
:

偵

篇

充

。

「

驗
上
す
ら
作
ざ
と
同
時̂

ャ
再
淡
讨
敗̂

^

を
鉱
^

が
分
配
.
と
■

分
配
過
歡
■

フ
围^ M
u

 

い
ポ
.
'
,
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〕
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へ
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こ
紀
で
.
■

づ
が
_

戚
故
濟
$

_

の
輪
坐
：產
に«

ず
^

て
各
產
業
間
で
•素
材
補
充
を
な
す
如
く
、
外
國
と
の
間
に
質
易
を
通
じ
素
材
補
充
を
な
す
。
そ
の
素
材
補
充
に
は
海
運
が
必
要
で
ぁ
る
。
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衡
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ぁ
る
衝
値
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簡
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^
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^
ざ
^
苓
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分
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濟
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長
期
の
手
段
と
し
て
ク
レ
ヂ
ッ
ト
が
必
要
で
ぁ
る
。
こ
れ
を
圖
示
す
る
と
次
の
.上
圖
め
如
ぐ
で
ぁ
冬
。
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へ：：

經
濟
分
析
と
經
濟
豫
柳■

法

霖
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運
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¥  
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,卜

外
國
爲

‘替

海

琿

貿‘

'.分配 
配過 
再程 
分

流
通
議

-

產

過

程

一
一
：
醫

；
憂

:
5
:
と
''
£
洛

光

錄^
_
$
.
姓

聊

遣

特

汾::
«
_裏

_
_
_太
磐
:#
:
_
_
_
更
^'
ば

费

徽

測

を

.行
を 

:

:

#
ま
务
^

-:
;̂

切
::
^

浓

せ
'«
'«
^

湛
涵
«

過
程
试
純
_

姻
灰
_

程
赞
_

<,
'

せ
^

に
ょ
っ
て
經
濟
過
程
は
歪
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
，る
。
.從
っ
て
經
濟
の
理
論
的
硏
究
に
當
つ
て
そ
の
前
提
條
件
、

っ
ま
り
與
件
に
人
れ
て
い 

な
か
っ
た
政
治
的
、¥

雍
的
要
因
を
も
敗
件
に
組.み
人
れ
、
そ
の
上
で
理
，論
か
ら
現
狀
分
析
、
更
に
は

.
豫
測
へ
と
進
ま̂
5

^

れ
ば
な
ら
.

ぬ
‘。

、
.旣
.に
統
制
資
本
主
義
の
段
階
に
お
い
七
は
、
そ
.の
再
生
隹
0
:
.
調
嘗
者
と
し
て
ヽ
國
家
の
介
人
が
必
要
な
.の
：で
あ
务
>
そ
ル
だ
：.け
經
濟
.は 

『

政
满
批
^
さ
れ
て
お
岑
'̂
で
あ
り
、
.；現
狀
分
析
広
は
政
治
的
乾
因
免
與
件
に
人
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
：は
：抓
論
で
：あ
名
？

--
ワ

''
■
.

と
こ
ろ
が
第
':
~
:次
大
卿
後
'0
:

,'
1
«
:
源
觀
濟
、：
そ
の
：豪
 

終
载
後
}
:̂^
は
；到
來
せ
■
:
米

ソ

.0
對
；立
を
_
め
と
：ず
名
»'
際

的

說

衝

亦

續

ぞ

、
：
相

著

1
:
營

允

へ
の
本
力
を
續
け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
理
論
か
ち
規
狀
分
析
、

.

.

豫
.
測
、
更̂

は
政
策
へ
>:

接
近
す
名
た
め
：に
は
、..米
ソ
關
係
の

,1:1

田
學
會
雜
認
第
四
十
立
卷
第
十
攏
.

'

: 

,

.
‘
，
- 

’
■ 

•

、

$•
ハ

(

上
六
し 

そ
こ
，で
抨
生
摩
の
構
成
要
素
と
そ
れ
等
構
成
奥
素
の
結
び
っ
き
を
マ
つ
の
®
齋
に
ま
と
め
る
と
、
下
獄
の
如
く
で
ぁ
る
。

迪
狀
と
今
後
.-.
0
發
展
を
|
.應
與

件

に

組

入

れ

：な
#

^

は

&
6
^

 ̂

-

::
:
:
.
蓋
1
最
近
.の
来
ソ
'|
|
係
を
知
考
に
最
も
重
齋
改
手
.褂
りAJ.

な
名
も
の
过
昭
和
北
撕
_
_
1
:
:

が
下
甸
の
ソ
連
政
治
茼
會
議
の
決
定
セ
.あ
芯
0

:.

ザ
汐
リ
ア.

ス
米
海
軍
少
將
が
そ
の
著
.

『

閉
さ
れ
た
扉
の
背
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 War. 1950)

で
說
く
と
こ
.ろ
に
，
ょ

れ

ば

、

同
政
，治

局

會

議

で

對

米

鬪

爭

の

：基

本

方

針

を

決

定

4
た
：0:
そ
の
基 

:

本

方

針

は

：
次

の

如

く

で

あ

っ

た

。
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.
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第
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一.fe
對
米
闘̂

期
間
.

^

昭
和
^

七
.年
か
.
ち
•
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t
-
'
.
t
.年
，

C

次
期
大
統
領.
適

擧

撕
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•
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■'
■'.ネ
の
理
油
は
當
時
^
連
首
個
者
が
今
後
の
國
傺
情
勢
の
發
展
ぞ
次
め
餅
く
豫
想
^
だ
か
&
ヤ
あ
秀

. 

■ ■• 
- 

. 

• 

. 

- 

. 

, 

' V 
V

:て
.の

マ;:1
'タ
.ャ
：
ル;:
-
>

て
廿
七
年
か
ら
は.米
.の
西
歐
經
濟
援
助
打
切
り
に
お
か
、
M
歐
經
濟
は
困
難
の
度
を
加
え
る
の
み
'な
.ら
ず
、
た̂
た
ま
廿
七
年
.は
大
統
領 

選
擧
の
關
係
も
あ
り
、
西
歐
經
搞
援
助

..豫
箅
の：

削
減
も
行
わ
れ.る
，
で
あ
ろ
う
。

さ
す
れ
ば
米
と
西
歐
と
の
關
係
は
：冷
却
し
始
め
，
、
ノ
と
こ
：
に

'^
遍

は

：
米
：
.

,>
優

間
*

楔
免
打
名
込
办_

贪

；̂

繼

と

ザ̂
¥

;れ
ま
.
.戍
尤
«
1襄
太
戰
篇
$
為
#

_

_、.
^

_

_

_
降
駕
猶
生»
戲
_
來
^
っ̂

て
：次
第
に
米
國̂

經
濟
不
況
が
深
刻
化
す
。
そ
し
て
と
’

の
經
濟
盼
危
機
を.
囘
避
せ
ん
と
し
て
、
米
國
は
卅
年
、
Jf
l

-

ー•
年
の
頃
豫
防
戰
爭
の
擧
に
出
る
可
能
性 

が
大
き
い
と
ソ•
連
酋
腦
荇
は
判
斷
し
た。
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办
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淨
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間
ヾ
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ぜ
脉
^

牛̂
期
ぞ
^
象
少
漱
办
萍
土
柴
期
康
^

事̂
を
敗
せ
^
'̂
-̂

る
^

期

決

戰

論
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::Q;

■
册

龙

⑩

で%
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:
:う^
-
^
_
把

途
:^
讓

め
_
場

維
■
驗

；

一

載

.*
■
|

键

:«
膦

薪
^

ら
で
系
名
。
と
い
う
の
は
、
'ソ
述
首
腦
矜
め
第
三
次
大
戰
に
際
し
て
の
恐
，怖
は
、
ソ
連
本
土
に
對
す
を
原
爆
攻
擊
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、

經
濟
分
析
とI

豫
測
の
方
決
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こ
の
攻
擊
に
對
す
る
防
衛
に
自
信
を
持
ち
：出
し
た
か
ら
で
あ
る
。
卽
ち
當
時
米
の
保
有
し
て
い
た
獻
爆
攻
擊
機
ば
丑
ニ
九
、

B

三
六
の
ブ 

ラ
ペ
ラ
爆
擊
機
で
あ
り
、
/
ス
ノ
ピ
ー
ド
も
の
ろ
か
々
た
-0
ソ
連
は
廿
ニ
年
か
ら
ヂユ

ッ
ト
機
で
念
名
ミ
グ
一
五
の
試
作
に
著
手
し
、
廿
三
年 

末
に
.

は
そ
め
試
作
に
成
功
し
、
.

：且
つ
ミ
グ
二
五
に
ょ
る6

ニ
ん
、
B

三
六
の
擊
破
可
能
な
名
こ
と
が
證
明
さ
れ
た
。
そ
こ
で
廿
西
年
一
月 

*

の
_

涪
局
-

議
掩
忱
：五
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就
畫̂

っ
泰
り
#
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ダ
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穷
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■
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を
求
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餘

？
極
カ
：此
八
年
摄#

办
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泰
衝
皸
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：
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廿
宄
年
：咨
月
潮
鮮
戰
亂
龙
開
始
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，
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六
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泮
期
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で

,
©い
，
て.い
た
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辟
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齡
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笫
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嚴
の
#

界
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基
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的
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じ

.
-
.

.

.

.

.
 

.

.

.
:
.
. 

• 

.

.

.

. 

■ 

•
.
.
. 

- 

... 

.

. 

- 

- 

■ 

-
-
.

ン
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を
早
め
、
且
つ
そ
の
團
結
を
强
化
さ
せ
.
る
逆
効
艰
を
生
ん
で.
し
ま
つ
た
。
そ
の
上
ソ
連
の
早
期
狀
皸
論
に
致
命
的
な
こ
と
は
、

ミ
、ダ 
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を
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^
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.
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贊
1;
.
得
：歡
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;
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顷
決
定
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
結
果
ソ
連
は
廿
九
年
上
半
期
頃
ま
で
に
決
戰
を
求
め
ん
と
す
吝
方
針
を
修
正
せ
ざ
る
を
得
な
ぐ
な
つ
た
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